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JICA(国際協力機構）、外務省、米国NPO等を経て2008年日本初のファンドレイジング専門の
戦略コンサルティング企業ファンドレックス起業。
2009年、寄付・社会的投資の進む社会を創るプラットフォームとして日本ファンドレイジング協
会創業。認定ファンドレイザー資格制度の創出、アジア最大のファンドレイジングの祭典の開催
などに取り組む。

著書に「ファンドレイジングは社会を変える」（単著）
「社会的インパクトとは何か」（監訳）
「Global Fundraising」（共著）
「NPO実践マネジメント入門」（共著）
「寄付白書」（共著） 「社会投資市場形成に向けたロードマップ」（共著） など



寄付・社会的投資の拡大ファンドレイジング力の向上

私たちの「社会のお金の流れを進化させる」チャレンジとは



2015年から始まった全国的寄付の啓発月間（12月）
（実行委員長：小宮山宏元東大総長。委員には文部科学省や東京大学の方も参加）

2017年は127の公式認定企画と、47都道府県の502の賛同法人（無料）が参加

http://giving12.jp

【公式認定企画】 【賛同パートナー法人】



ファンドレイジングとは、何か？
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何と何を比べた数字でしょう？
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日本の寄付の現状（寄付白書2017から）
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寄付の各国比較（寄付白書2017から）
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性別、年代別、寄付した人の比率
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社会のために役立ちたい人7割弱の時代
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ファンドレイジングを事例から

考えてみましょう



©日本ファンドレイジング協会

ファンドレイジングの事例：ネーミングによる魅力

熊本城修復のための寄付。
震災前の時点で20億円近い寄付が
集まっていた
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ファンドレイジングの事例：参加感を大切に

図書館の復
興支援寄付

1万円の寄
付に設定さ
れた「お返
し」とは・
・・？



©日本ファンドレイジング協会

ファンドレイジングの事例：共同価値創出
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MITメディアラボのファンドレイジング
〇メンバーシップ制で研究へのフルアクセスを可能に
〇「共同研究寄付」はメンバー企業のみが可能

MITのファンドレイジング
〇一定金額以上の寄付法人に「担当コンシェルジェ」を配置
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ファンドレイジングを取り巻く

「大学なら活かせる」トレンドを
考えてみましょう
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年間相続額は ３７兆円～６３兆円

相続の一部を寄付してもいい 21％

しかし、
いい寄付先が分からない、
やり方が分からない、
相談する人がいない

2016年11月
全国レガシーギフト協会発足
（全国16ケ所に無料・中立・安心の
相談窓口（いぞう寄付の窓口）
を発足）

新時代の寄付の可能性：遺贈寄付を次世代へ

「人生の集大成の社会貢献」
をサポート
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新時代の寄付の可能性：遺贈寄付希望者は何を気にしているか

国境なき医師団 終活と遺贈に関する意識調査2017
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新時代の寄付の可能性：遺贈寄付先の分野
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国境なき医師団 終活と遺贈に関する意識調査2017
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ドナー・ピラミッド

遺贈

寄付者

大口寄付者

マンスリーサポーター

リピートしてくれた寄付者

一回目の寄付者

潜在的寄付者
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新時代の寄付の可能性：ふるさと納税ｘクラウドファンディング
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出典：
平成29年度
ふるさと納
税現況調査
（総務省）

出典：
ふるさとチョイ
スHP
http://furusato-
tax.jp
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新時代の寄付の可能性：スポーツの可能性
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『未来共創「Ｊリーグをつかおう！」』
2018年5月15日、25周年企画として開催

「地域密着を掲げるＪリーグだからこそ、
単なるサッカー団体の枠を超え、地域を豊
かにしていく公器でありたい」

B League Hope 発足
（2017年1月）

B.LEAGUEの活動の舞台は、アリ
ーナだけではありません。 環境・
貧困・ジェンダーなど、直面する
社会問題にも取り組みます。

「Planet(地球)」「Peace(平和)」
「People(人類)」の
3つの領域で、私たちは活動を続
けます。
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「共感」の持つチカラ
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さいごに：大学のファンドレイジングの可能性
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ペイイング・フォワード的な「寄付教育」機関としての大学

「共感性を巻き込み、社会的インパクトを生み出すチカラ」のある大学

「人生の集大成としての社会貢献」を受け止められる大学

他国のモデルとなるような財源モデルを創造する大学


